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私
は
昭
和
十
五
年
五
月
、
海
軍
艦
政
本
部
第
五
部
よ
り
舞
鶴
海
軍
工
廠
造
機
部
に
転

勤
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
年
に
始
ま
る
日
支
事
変
、
昭
和
十
四
年
米
国
の
予
告
付

日
米
通
商
条
約
の
廃
棄
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
、
昭
和
十
五
年
一
月
日
米
通
商
関

係
が
無
条
約
状
態
な
る
な
ど
、
日
本
を
取
巻
く
情
勢
が
容
易
な
ら
ざ
る
時
で
あ
っ
た
。

舞
鶴
海
軍
工
廠
に
つ
い
て
一
言
説
明
す
れ
ば
、
舞
鶴
湾
の
入
口
が
狭
く
、
一
万
ト
ン

級
を
越
を
る
艦
船
の
出
入
が
容
易
で
な
く
工
廠
の
広
さ
及
び
設
備
の
規
模
も
大
き
く
な

か
っ
た
か
ら
、
駆
逐
艦
以
下
の
艦
船
し
か
作
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
海
軍
で
初
め
て
採

用
す
る
最
新
鋭
の
機
関
及
び
改
善
機
器
は
、
先
ず
駆
逐
船
に
装
備
し
て
実
績
を
見
る
の

が
通
例
で
あ
っ
た
し
、
舞
鶴
は
ボ
イ
ラ
ー
及
び
溶
接
研
究
実
験
担
当
廠
で
あ
っ
た
。
昭

和
十
五
年
十
一
月
紀
元
二
千
六
百
年
の
祝
賀
が
あ
り
、
翌
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

日
本
海
軍
は
真
珠
湾
を
奇
襲
し
、
こ
こ
に
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
。
我
が
海
軍
は
米

内
光
政
大
将
、
及
び
山
本
五
十
六
大
将
を
首
班
と
し
て
米
国
の
工
業
力
、
及
び
天
然
資

源
よ
り
見
て
日
米
今
戦
う
時
に
非
ず
、
と
し
て
開
戦
論
を
抑
え
て
来
た
の
で
あ
る
。
私

も
昭
和
九
年
米
国
に
技
術
習
得
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
、
見
聞
し
た
こ
と
な
ど
あ
る
が
、

米
国
に
は
我
が
海
軍
よ
り
大
使
館
付
武
官
が
居
り
、
ま
た
船
艇
諸
機
関
の
注
文
の
た
め

の
監
督
官
事
務
に
造
船
、
造
機
造
兵
の
技
術
士
官
数
名
と
監
督
官
助
手
が
駐
在
し
て
た
。

さ
ら
に
兵
学
校
機
関
学
校
の
優
秀
な
卒
業
生
が
留
学
し
て
居
り
米
国
の
技
術
水
準
、
生

産
力
、
軍
事
情
勢
を
研
究
し
て
い
た
か
ら
、
多
く
の
海
軍
首
脳
部
は
さ
き
に
述
べ
た
如

く
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
時
は
シ
ョ
ッ

ク
で
あ
っ
た
。
果
し
て
勝
算
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
不
安
で
あ
る
と
同
時
に
、
膨
張

す
る
人
に
と
資
源
を
求
め
て
満
州
進
出
し
、
ま
た
南
進
す
る
政
策
に
事
毎
に
反
対
す
る

米
に
た
い
し
て
抱
き
続
け
た
不
快
感
で
、
戦
闘
開
始
に
よ
っ
て
ふ
き
彿
う
思
い
も
あ
っ

戦
局
を
左
右
す
る
作
戦
計
画
に
相
当
す
る
文
書
に
『
軍
秘
』
の
朱
印
が
捺
印
さ
れ
、

は
一
文
官
に
す
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
職
務
の
関
係
で
軍
秘
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
十
七
年
七
月
、
南
雲
機
動
部
隊
率
い
る
航
空
母
艦
四
隻
重
巡
二
隻
は
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
を
空
襲
。
敵
空
母
二
隻
の
ほ
か
、
相
手
に
し
か
じ
か
の
損
害
を
与
う
。
わ
が
方

の
損
害
空
母
一
隻
沈
没
、

一
隻
大
破
、
大
巡
一
隻
沈
没
、
未
帰
還
機
三
十
五
機
と
大
本

営
の
発
表
が
あ
っ
た
。
実
は
空
母
四
隻
、
重
巡
一
隻
、
味
方
の
航
空
機
全
部
を
失
う
決

定
的
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
国
民
一
般
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
以
来
大
本
営

発
表
は
嘘
が
多
く
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年
に
な
る
と
戦
雲
急
を
つ
げ
、
二
月
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
島
の
日
本
軍
撤
退
発
表
、
四
月
連
合
艦
隊
司
会
長
官
山
本
五
十
六
戦
死
。
五
月
私

は
海
軍
技
師
に
任
せ
ら
れ
、
作
業
係
勤
務
と
な
る
。
作
業
主
任
（
大
佐
又
は
中
佐
）
は

こ
れ
に
つ
ぐ
重
要
文
書
に
『
軍
極
秘
』
つ
い
で
『
極
秘
』
【
秘
】
と
な
っ
て
い
た
。
私

こ。t
 
軍
秘
に
関
す
る
事

山

上

講

（
八
木
が
谷
•
8
4歳
）
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部
長
（
少
将
又
は
大
佐
）
に
次
ぐ
要
職
で
、
建
造
船
の
竣
工
期
に
合
て
各
工
場
の
作
業

進
捗
計
画
を
し
て
、
工
場
の
諸
施
設
の
増
設
、
民
間
企
業
へ
の
工
事
外
注
を
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
下
に
技
術
士
官
あ
る
い
は
技
師
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
下
、
技
手
及
び

工
手
以
下
で
編
成
さ
れ
て
居
て
、
作
業
主
任
は
極
め
て
多
忙
で
あ
っ
た
。
私
の
隣
の
机

に
海
軍
機
関
特
務
中
尉
の

N
氏
が
居
り
、
或
る
日
士
官
以
上
海
兵
団
に
集
ま
れ
の
命
令

を
受
け
、

N
氏
は
海
兵
団
に
行
き
帰
っ
て
来
て
か
ら
「
山
上
さ
ん
、
あ
な
た
に
だ
け
話

す
か
ら
口
外
し
な
い
で
呉
れ
」
と
い
っ
て
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
真
相
が
打
ち
明
け

ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
わ
が
艦
隊
の
接
近
を
電
信
探
知
機
で
知
っ
た
敵
は
、
わ
が

飛
行
隊
が
敵
飛
行
場
に
飛
立
っ
た
後
に
空
母
に
波
状
攻
撃
を
行
い
、
わ
が
空
母
四
隻
全

部
撃
沈
さ
れ
敵
の
飛
行
場
を
爆
撃
し
て
帰
来
し
た
わ
が
飛
行
機
は
燃
料
つ
き
て
こ
と
ご

と
く
海
中
に
墜
落
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
第
一
線
の
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
は
こ
と
ご
と

く
戦
死
し
後
に
残
っ
た
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
は
内
地
で
指
導
す
る
教
員
の
み
と
な
っ
た
。
し
た

が
っ
て
南
進
作
戦
は
中
止
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
は
決
定

的
な
打
撃
で
、
南
洋
諸
島
に
展
開
し
て
い
る
日
本
軍
は
制
空
権
を
失
い
逐
次
撤
退
し
、

逐
に
戦
場
は
本
土
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
が
軍
秘
を
知
っ
た

最
初
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
後
半
よ
り
十
九
年
に
か
け
、
南
洋
諸
島
の
日
本
軍
は
全
滅
或
い
は
敗
退

し
十
九
年
九
月
に
は
サ
イ
。
ハ
ン
島
の
日
本
軍
は
全
滅
し
て
石
油
の
入
手
全
く
閉
ざ
さ
れ

た
の
で
、
舞
鶴
鎮
守
府
に
原
油
規
正
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
前
後
で
あ
ろ
う
。

工
廠
は
作
業
主
任
が
委
員
で
あ
り
、
私
が
代
理
出
席
し
た
。
駆
逐
船
の
公
試
運
転
及
び

工
廠
で
使
用
す
る
石
油
類
の
使
用
を
厳
し
く
規
正
す
る
た
め
の
も
の
で
、
鎮
守
府
側
よ

り
機
関
参
謀
が
金
モ
ー
ル
姿
で
出
席
し
た
。
駆
逐
艦
で
は
公
試
運
転
を
終
り
、
引
渡
す

ま
で
七
百
五
十
屯
の
重
油
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
入
手
が
途
絶
え
て
以
来
次
第
に
使
用

量
が
減
ら
さ
れ
逐
に
二
百
五
十
屯
に
ま
で
減
ら
さ
れ
た
。
エ
廠
の
要
求
す
る
所
要
量
も

こ
れ
に
準
じ
あ
る
い
は
こ
れ
以
下
に
さ
れ
る
、
き
び
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
昭
和
十
九

年
後
半
に
な
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は
木
材
燃
料
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
仕
末
で
あ
っ
た
。

鎮
守
府
側
に
重
油
の
必
要
量
を
望
む
と
、
参
謀
は
窓
越
し
に
見
え
る
海
兵
団
沖
の
燃
料

タ
ン
ク
指
差
し
、
今
舞
鶴
鎮
守
府
管
下
の
重
油
は
あ
の
タ
ン
ク
だ
け
で
あ
る
、
飛
行
機

の
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
に
も
ガ
ソ
リ
ン
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
混
ぜ
よ
、
と
言
っ
て
も
彼
等
は
一
端

飛
び
立
て
ば
生
き
て
帰
れ
ぬ
の
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
混
ぜ
ら
れ
る
か
、
と
言
わ
れ
る

と
返
す
言
葉
が
な
い
と
嘆
息
し
た
。
愈
々
最
後
の
段
階
に
来
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ

昭
和
十
九
年
末
に
な
る
と
、
戦
局
は
愈
々
不
利
に
な
っ
た
。
舞
鶴
は
艦
船
に
使
用
す

る
ボ
イ
ラ
ー
の
重
油
噴
熱
器
を
一
手
に
製
造
し
て
居
た
。
噴
熱
器
は
一
定
時
間
使
用
す

れ
ば
取
換
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
作
戦
中
の
艦
艇
は
外
洋
に
あ
り
、
取
り
換
え
は
入
港

し
た
時
に
噴
熱
器
送
れ
の
指
令
が
来
る
。
こ
の
こ
と
は
噴
熱
器
送
付
艦
の
行
動
を
示
す

と
共
に
艦
の
存
否
を
知
る
こ
と
に
な
る
か
ら
軍
秘
扱
い
と
な
り
、
作
業
係
の
極
秘
金
庫

に
台
帳
が
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私
の
下
の
エ
長
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
る
日
、
エ
長
は
私
に
台
帳
を
示
し
「
山
上
さ
ん
、
こ
の
艦
に
噴
熱
器
を
送
る
に
は
及

ば
ず
の
指
令
が
来
ま
し
た
。
」
送
る
に
及
ば
ず
と
言
う
こ
と
は
、
こ
の
艦
は
既
に
な
く

な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
目
立
た
る
大
艦
は
殆
ど
な
く
な
っ
て

昭
和
十
九
年
十
一
月
、

B
2
9
本
土
空
襲
開
始
以
後
表
日
本
の
各
工
廠
及
び
民
間
工
場

は
、
爆
撃
の
た
め
機
能
を
失
い
、
裏
日
本
の
舞
鶴
工
廠
だ
け
が
艦
艇
の
製
造
を
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
状
態
と
な
っ
た
。
十
二
月
以
降
度
々

B
2
9
が
飛
来
し
た
。
最
初
の
頃
の

出
来
事
で
あ
る
が
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
待
機
中
「
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
」
に
照
ら
さ
れ
て

B
2
9
の
姿
が
顕
わ
れ
た
。
こ
れ
を
砲
撃
し
得
る
高
射
砲
は
こ
の
地
方
に
な
い
。
碇
泊
中

の
軽
巡
洋
艦
の
主
砲
で
攻
撃
し
た
が
、
朱
色
に
見
え
る
砲
弾
は
飛
行
機
に
達
せ
ず
落
下

居
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
私
の
知
っ
た
第
三
の
軍
秘
で
あ
っ
た
。

が
第
二
の
軍
秘
で
あ
っ
た
。
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す
る
の
が
目
撃
さ
れ
た
。
以
来
B
2
9
は
悠
々
飛
来
し
た
が
つ
い
に
爆
撃
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
、
米
国
ル
ソ
ン
島
上
陸
四
月
沖
縄
に
上
陸
。
世
界
に
名
を
は
せ
た

日
本
の
綿
火
薬
も
製
造
不
能
の
た
め
黒
鉛
火
薬
の
製
造
機
を
製
作
す
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
海
水
を
電
気
分
解
し
て
過
酸
化
塩
素
を
と
り
、
こ
れ
と
炭
素
と
化
合
さ
せ
て
爆
薬

と
す
る
「
カ
ー
リ
ッ
ト
」
を
製
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
要
す
る
蒸
留
タ
ン
ク

は
重
量
七
ト
ン
の
鋳
鉄
製
で
あ
り
、
こ
の
製
造
担
当
を
私
が
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
大
重
量
の
鋳
造
物
を
製
造
す
る
設
備
は
エ
廠
に
な
く
、
三
ト
ン
半
宛
に
分
け

て
製
造
し
た
後
、
組
立
て
る
こ
と
に
し
、
こ
れ
を
尼
ケ
崎
の
栗
本
鉄
工
に
注
文
し
た
。

同
年
七
月
二
十
六
日
、
私
は
エ
期
促
進
の
た
め
大
阪
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
当
時
は
製
品
の
製
造
を
民
間
の
工
場
に
注
文
す
る
こ
と
が
多
く
、
相
当
無
理
の
注

文
も
事
局
重
大
な
こ
と
か
ら
引
受
け
て
呉
れ
た
。
私
は
先
ず
京
都
に
注
文
し
た
部
品
の

督
促
を
終
え
て
、
京
都
の
水
交
社
支
社
に
泊
ま
っ
た
。
嵐
山
の
向
い
の
京
都
側
に
あ
り
、

附
近
に
人
家
も
ま
ば
ら
で
連
日
の
敵
機
の
来
襲
に
も
安
心
で
あ
っ
た
。
翌
朝
九
時
過
ぎ
、

水
交
社
を
出
て
阪
急
京
都
線
の
駅
に
近
づ
い
た
途
端
空
襲
警
報
退
避
で
あ
る
。
途
中
二

回
ば
か
り
空
襲
警
報
退
避
が
あ
り
、
大
阪
梅
田
駅
に
つ
い
た
時
は
十
二
時
頃
で
あ
っ
た
。

駅
に
は
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
一
杯
の
群
集
で
あ
る
。
午
前
中
の
度
重
な
る
空
襲
警
報
の
た

め
電
車
が
動
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
約
一
時
間
位
経
っ
て
よ
う
や
く
電
車
が
動

き
出
し
た
が
、
先
ず
軍
人
よ
り
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
戦
時
服
を
着
て
い
た
の
で

真
っ
先
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
尼
崎
駅
を
出
た
途
端
空
襲
で
あ
る
。
空
は
ド
ン

ヨ
リ
曇
っ
て
百
米
先
も
見
え
な
い
状
態
で
、
上
空
の
敵
機
よ
り
通
行
人
は
見
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
海
軍
兵
曹
が
退
避
せ
よ
と
叫
ん
で
居
た
け
れ
ど
も
、
か
ま
わ
ず
進
ん
で
工
場

に
到
着
し
た
。
工
場
長
に
面
会
し
て
督
促
し
た
が
、
工
場
長
は
御
覧
の
通
り
の
状
況
で

工
事
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
、
言
わ
れ
て
見
れ
ば
か
え
す
言
葉
も
な
く
引
返
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
帰
途
大
阪
監
督
官
事
務
所
に
寄
っ
た
が
空
襲
が
発
令
さ
れ
て
所
員
一
同
屋

上
に
出
て
小
銃
を
構
え
て
い
た
。
敵
機
に
届
く
わ
け
も
な
い
の
に
何
と
馬
鹿
げ
た
こ
と

を
と
思
っ
た
が
監
督
長
は
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
や
っ
た
と
の
こ
と
で
終
戦
直
後
こ

の
監
督
長
は
割
腹
自
殺
を
と
げ
た
。
夕
陽
が
西
に
傾
く
こ
ろ
敵
機
は
去
り
、
そ
れ
ま
で

防
戦
す
る
高
射
砲
も
味
方
の
飛
行
機
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
よ
う
や
く
大
津
の
訓
練

用
復
葉
機
が
飛
来
す
る
の
を
見
た
。
そ
の
夜
水
交
社
の
「
ラ
ジ
オ
」
で
舞
鶴
地
区
の
軍

事
施
設
が
爆
撃
さ
れ
た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
栗
田
の
航
空
隊
が
空
襲
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
翌
旦
尽
都
を
出
発
東
舞
鶴
駅
に
つ
い
た
時
は
異
常
な
光
景
で

あ
っ
た
。
エ
廠
及
び
軍
の
車
が
あ
わ
た
だ
し
く
動
き
海
兵
も
ま
た
行
き
来
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
私
は
エ
廠
の
「
ト
ラ
ッ
ク
」
に
便
乗
し
、
エ
廠
の
前
に
来
て
空
襲
の
惨
状
を

見
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
九
日
土
佐
沖
に
来
襲
し
た
米

機
動
部
隊
の
艦
上
機
二
機
に
よ
る
五
百
キ
ロ
爆
弾
た
っ
た
一
発
の
投
下
が
海
軍
技
手
や

工
場
見
学
の
生
徒
と
そ
の
引
率
教
員
な
ど
約
九
十
名
が
痛
ま
し
い
犠
牲
と
な
っ
た
。
爆

弾
は
入
口
礼
場
近
く
の
崖
、
つ
ま
り
造
兵
部
の
地
下
内
に
落
ち
工
場
の
一
角
、
及
び
崖

を
破
壊
し
た
。
翌
三
十
日
に
は
舞
鶴
軍
港
を
中
心
に
宮
津
湾
伊
根
湾
、
及
び
小
浜
湾
に

在
泊
す
る
艦
船
に
対
し
爆
撃
が
あ
っ
た
。
前
日
の
エ
廠
爆
撃
は
グ
ラ
マ
ン
機
に
よ
る
気

ま
ぐ
れ
的
短
時
間
の
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
日
の
艦
船
爆
撃
数
は
早
朝
か
ら
タ

刻
ま
で
、
二
百
三
十
機
の
艦
載
機
が
数
次
に
亘
っ
て
襲
い
か
か
る
本
格
的
な
大
空
襲
で
、

米
軍
機
は
機
関
学
校
の
裏
手
の
山
か
ら
港
内
の
艦
船
め
が
け
て
次
々
と
降
下
艦
の
「
マ

ス
ト
」
す
れ
す
れ
ま
で
降
り
て
来
て
、
攻
撃
し
て
き
た
轟
音
と
水
煙
で
一
面
濠
々
た
る

な
か
、
在
泊
艦
艇
病
院
船
二
隻
海
防
艦
や
小
艦
艇
数
隻
三

0
0
0ト
ン
、
我
が
艦
艇
は

右
に
左
に
移
動
し
つ
つ
よ
く
闘
っ
た
も
の
の
、
大
半
は
沈
め
ら
れ
た
り
座
礁
す
る
一
方

各
所
で
軍
人
、
軍
属
工
員
な
ど
八
十
三
名
の
死
者
と
二
百
四
十
七
名
の
重
軽
傷
者
を
出

し
た
。
こ
の
内
工
廠
内
の
死
者
は
三
名
、
負
傷
者
三
名
で
何
れ
も
流
れ
弾
と
も
い
う
べ
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き
も
の
で
爆
弾
五
発
が
、
造
機
部
器
具
工
場
に
落
ち
た
が
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

惨
惚
た
る
光
景
を
見
な
が
ら
造
機
部
長
渡
辺
敬
之
助
大
佐
に
帰
着
挨
拶
し
た
と
こ
ろ

さ
す
が
剛
毅
な
部
長
も
「
飛
行
機
だ
け
に
は
如
何
と
も
し
難
い
わ
い
」
と
嘆
息
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
六
日
沖
縄
諸
島
の
日
本
軍
全
滅
愈
々
本
土
決
戦
が
迫
っ
た
。

松
代
の
地
下
壕
に
大
本
営
を
移
す
計
画
は
変
更
せ
ら
れ
陛
下
は
一
万
ト
ン
級
の
軍
艦
で

満
州
に
渡
ら
れ
る
と
知
ら
さ
れ
た
。
本
土
決
戦
と
な
れ
ば
戦
死
は
免
れ
な
い
と
覚
悟
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
当
時
、
敵
機
よ
り
度
々
ビ
ラ
が
降
下
さ
れ
、
ビ
ラ
に
は

「
無
駄
な
抵
抗
を
止
め
て
降
伏
し
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
も
の
と
、
次
は
何
処
を
爆
撃

す
る
と
い
う
計
画
と
地
点
を
地
図
で
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
拾
っ
た
民
間
人

は
直
ち
に
警
察
か
鎮
守
府
に
届
け
る
よ
う
警
告
さ
れ
て
い
た
。
私
達
は
高
等
官
会
議
の

折
、
こ
れ
を
知
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
舞
鶴
は
七
月
十
九
日
爆
撃
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
居
た
。
私
は
こ
の
日
ま
で
に
子
供
達
と
必
要
品
を
疎
開
さ
せ
、
そ
の
日
に
備
え

た
そ
の
夜
十
時
頃
と
思
ぼ
し
き
時
B
2
9
が
顕
わ
れ
た
。
愈
々
最
後
の
時
が
来
た
と
覚

悟
し
て
い
る
と
舞
鶴
上
空
よ
り
急
に
方
向
を
変
更
し
て
福
井
市
に
向
っ
た
。
こ
こ
で
一

応
福
井
の
地
下
工
場
の
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
井
駅
の
南
西
約
一
キ
ロ
の
足

羽
山
の
麓
か
ら
地
下
に
か
け
て
一
千
五
百
年
前
か
ら
掘
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
芍

谷
石
」
の
採
石
跡
地
が
あ
り
、
そ
の
広
さ
は
数
千
坪
に
及
ぶ
巨
大
な
洞
窪
で
あ
っ
た
。

地
元
の
有
力
者
よ
り
こ
の
話
を
聞
い
た
舞
鶴
造
機
部
長
渡
辺
敬
之
助
大
佐
は
空
襲
に
も

絶
対
安
全
な
地
下
工
場
と
し
、
当
時
航
空
優
先
で
あ
っ
た
の
で
、
主
と
し
て
航
空
機
製

造
工
場
と
し
て
稼
動
し
初
め
て
居
た
。
米
軍
は
如
何
な
る
ス
。
ハ
イ
網
で
こ
れ
を
知
っ
た

か
、
舞
鶴
爆
撃
を
止
め
て
こ
の
地
下
工
場
を
爆
撃
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
爆
撃
に
よ
り
、

私
の
同
僚
の
優
秀
な
広
野
技
師
外
二
名
を
失
い
、
福
井
市
も
ま
た
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
の
で
あ
る
。

私
は
重
大
な
軍
秘
事
項
を
知
り
得
た
が
、
戦
後
三
十
数
年
に
し
て
初
め
て
一
部
の
人

に
こ
れ
を
打
ち
明
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
終
戦
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
語
り
た
い
こ
と

私
は
い
さ
さ
か
米
国
を
知
り
、
戦
時
思
わ
ざ
る
軍
の
重
大
な
機
密
を
知
る
こ
と
と
な

り
、
勝
算
な
き
戦
を
胸
に
秘
め
、
弱
体
に
鞭
打
ち
献
身
的
に
勤
め
て
来
た
。
最
後
は
本

土
上
陸
戦
に
於
い
て
、
防
空
壕
内
で
自
爆
を
覚
悟
し
て
い
た
が
、
終
戦
の
詔
勅
で
生
き

延
び
本
日
に
至
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
は
一
体
何
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
の
惨
愴

た
る
苦
難
の
後
、
国
民
各
位
の
努
力
に
よ
り
今
日
の
経
済
大
国
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

第
二
次
大
戦
は
こ
の
た
め
に
く
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
関
門
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
多
々
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
で
筆
を
お
く
こ
と
に
す
る
。
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